
[Ⅰ] 問(1)～(8)に答えよ｡ また, 問(9)～(12)については, ４問のうち２問を選択し答え

よ｡ 答は ～ のうちから選び, ～ の数字をＯＣＲ用紙のそれぞれの問の解答欄に

記入せよ｡ ただし, 当てはまる答が２つある場合は数字を２つ記入し, 答が１つしかな

い場合はその数字と を記せ｡ なお, 解答欄に記入する数字の順序は問わない｡

(1) 純物質でないものはどれか｡

水 硫酸銅(Ⅱ)五水和物 食塩水 ダイヤモンド 石油

(2) 極性分子はどれか｡

(3) イオン 個に含まれている電子の数が 個のものはどれか｡

ナトリウムイオン 塩化物イオン アンモニウムイオン

硫酸イオン カルシウムイオン

(4) 酸化数が となることができる元素はどれか｡

窒素 酸素 硫黄 水素 ナトリウム

(5) 次の陽イオンの水溶液のうち, 希塩酸を加えることにより, 沈殿を生成するものはど

れか｡

(6) ハロゲンの性質として正しい記述はどれか｡

ハロゲンの単体はすべて水によく溶ける｡

ハロゲン化水素の水溶液はすべて強酸である｡

ハロゲンの単体はすべて常温・常圧で有色である｡

ハロゲンの単体はすべて常温・常圧で気体である｡

ハロゲン化水素の沸点はハロゲンの原子量が大きいほど高くなる｡
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(7) 互いに同素体の関係にあるものはどれか｡

重水素と三重水素 赤リンと黄リン 塩化物イオンとアルゴン

ダイヤモンドと黒鉛 金と白金

(8) 二重結合を持つ分子はどれか｡

メタン エタノール アセチレン

エチレン ホルムアルデヒド

(9) 間違っている記述はどれか｡

カルボニル化合物のうち, 置換基 個がともに炭化水素基であるものをアルデヒド

という｡

酸とアルコールから水分子が取れて生じる化合物をエステルという｡

グリセリンと高級脂肪酸とのエステルを油脂という｡

カルボニル化合物のうち, 置換基 個がともに炭化水素基であるものをケトンとい

う｡

フェノールは工業的にはクメン法で製造される｡

(10) 次の物質のなかで, 塩基性酸化物はどれか｡

(11) ソーダ石灰ガラスの材料の主成分として正しい化合物はどれか｡

(12) 熱可塑性樹脂はどれか｡

フェノール樹脂 尿素樹脂 ポリエチレン

ポリエチレンテレフタラート シリコーン樹脂
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[Ⅱ] 問(1)～(10)に答えよ｡ 解答は ～ のなかから最も近い値を選び, ～ の数字を

ＯＣＲ用紙のそれぞれの問の解答欄に記入せよ｡

必要があれば, ファラデー定数として , 気体定数として

, を使え｡ また, ℃ とし, ここでの気体は理想気

体とする｡

(1) の酸素 を用いたときに, 完全燃焼できるエチレンの物質量は何 か｡

(2) 問(1)のエチレンの燃焼において発生する熱は であった｡ エチレンの生成熱は

何 か｡ ただし, 二酸化炭素の生成熱は , 水(液体)の生成熱は

である｡

(3) ある 価の弱酸を溶かした濃度 の水溶液の が と測定された｡ この

ときの電離度はいくらか｡

(4) 問(3)の弱酸の電離定数は何 か｡

(5) ある金属結晶の結晶構造は面心立方格子である｡ この金属結晶の単位格子に含まれる

金属原子の数はいくつか｡

(6) 問(5)の金属結晶における単位格子の 辺の長さは, である｡

この金属原子の直径は何 か｡ なお, 最近接の原子は互いに接触しているものとし,

とする｡
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(7) マンガン乾電池の電池式は, である｡

の電流で 秒間使用した｡ 流れた電子の量は何 か｡

(8) 問(7)の使用後, 負極の亜鉛は何 減少したか｡

(9) 標準状態 圧力 温度 ℃ で空気 体積比で, 酸素：窒素 ：

を の体積可変の容器に入れ, 炭素 の粉末を入れて容器内で燃焼した｡ 燃焼

後に標準状態にすると, 体積は何 になるか｡ ただし, 粉末炭素の体積は無視し, 一

酸化炭素も発生しないと仮定せよ｡

(10) 問(9)の反応後の容器に, 標準状態の気体の水素 を加えて完全燃焼した場合,

燃焼後に残った気体の体積は標準状態で何 になるか｡ ただし, 生成した水はすべて

液体となり, その体積は無視できるものとする｡
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